
西宮市津門大塚町遺跡 発掘調査現地説明会に参加 2023.2.4.
古墳時代の西宮市の海岸近くに位置する津門大塚古墳周辺の集落遺跡
6世紀後半の建物群跡から鉄鍛冶工房を想起する羽口鉄滓・砥石などが出土

久し振りに聞く阪神間で出土した製鉄関連
遺跡 西宮市津門大塚町遺跡
それもよく知る阪神国道(R02号)西宮市津
門の旧アサヒビール西宮工場跡地から。
六甲の山裾ではなく、 大阪湾に面した阪神
間の沿岸部に位置する古墳時代の竪穴住居
群跡から鉄鍛冶遺物が出土し、鉄鍛冶工房
があった集落遺跡が想起されるという。

六甲の山裾の高地性集落・鍛冶工房や古墳
は知っていますが、今まで頭になかった西宮
の海岸部にある古墳時代の鉄鍛冶工房。
古代西宮の沿岸はどんな だったのだろうと。

西宮は今もそうですが西国街道と大阪への
浜街道の結節点。
でも江戸時代になっても 阪神間は神戸まで
東の尼崎藩の領地で えびす神の総社西宮
神社の賑わいはあれど街道筋に点々と農村
集落が続く沿岸。 西宮沿岸はよく知らぬ地帯。
なんで、西宮沿岸に鉄鍛冶工房があるのだろうか‥‥と。
よく知らなかった西宮の古代と湊を想起させる「津門」・「今津」の地名。
この地名から 大阪湾に面した西宮の地形を調べてびっくり。
阪神間は六甲の山裾から大阪湾へ、きつい傾斜地を幾筋もの川が流れ下る扇状地。
古代にはこれらの川が運ぶ土砂が川筋や河口を刻々変化させていったという。
古代西宮の津門沿岸は当時 大きく北に海が入り込み良港を形成し、この沿岸に沿って点々と古墳がある摂津と播磨を海路で結ぶ
重要地点。やがては土砂が内海を埋め尽くし、内海の痕跡も消してしまうのですが、まだ 内海があり、湊があったと考えられる時代の
古墳時代の集落跡から鉄鍛冶遺物が出土。 湊を通じての外部との交流が、ここに鍛冶工房を形成させたのかもしれない。
阪神間の沿岸部ではほとんど出土のイメージのない「鉄鍛冶工房」。
興味津々で 西宮市津門大塚町遺跡発掘現場の説明会に参加しました。



春の息吹 フキノトウ 西神戸で

神戸新聞朝刊 2023.2.6.

厳しい寒さでしたが、立春と共に
暖かい日差し 春遠からじ

西宮市津門大塚町遺跡 発掘調査現地説明会に参加 2023.2.4.
6世紀後半の建物群跡から鉄鍛冶工房を想起する羽口鉄滓・砥石などが出土

【参考】 津門大塚町遺跡 発掘調査 現地説明会資料 2023.2.4.

zp4m-
スタンプ

https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0502OtsukamachiGensetsu.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0502Otsukamachiweb.pdf
https://infokkkna2.com/ironroad2/2023htm/iron19/R0502Otsukamachiphoto.pdf


古墳時代の西宮市津門大塚古墳周辺の６世
紀後半の建物群跡から鉄鍛冶工房を想起す
る鉄滓・砥石などが出土
阪神間の海沿いでは 全く知らぬ古墳時代の
鍛冶工房跡の発見か…と興味津々

古墳時代の西宮市津門大塚古墳周辺の集落跡

津門大塚町遺跡 現地説明会
2023.2.4.

神戸新聞2023.1.31.朝刊阪神版より



場所はよく知る西宮市津門 高架の阪急今津線を阪神国道(R2
号線)がクロスして潜る場所。
旧アサヒビールの西宮工場跡地で、車で国道を通るたびに
ブルーシートが見えて発掘調査をしているなと思っていた場所。
◆津門
古代には今の西宮神社から阪急神戸線辺りまで、海と言われ、
阪神間は幾筋もの川が流れ下る扇状地。
西宮は西に夙川 東に御手洗川そして武庫川に挟まれ、西宮の
中心部は北へ入り組んだ内海。その海岸線と六甲の高台には幾
つも遺跡があり、内海の存在が見える。
その船だまりに水門（みなと）ができ、港の入口「津の戸」
が『津門（つと）』と呼ばれるようになりました。
日本書記（奈良時代に成立した日本の歴史書）によると、
ここ津門の港に諸国から５００隻もの船が集まったという。

大
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跡
◎

この内海は川から流れた土砂で、次第に陸地化し、海に突き出たコブのようなエリアは宮水が湧き出る場所として有名な宮水地
帯。六甲山地を源として流れ出た清冽な水が、伏流になりこの地下を流れています。宮水が酒造用水として無比の霊水といわれ
る所以は塩分と硬度が比較的高いところ。それは、かつてこの地域一帯が入り海であったことと関係があるのかもしれぬという。

◎西宮の古代地形を歩くより抜き書き http://osakakoteisa.blog.fc2.com/blog-entry-12.html、
古代西宮の海岸線はこんな内海のある海岸線だったのやと初めて。 そういえば、かつて東の甲子園 西の香
露園はかつて海水浴場としてにぎわった砂浜。でも西宮の中心部は砂浜がなかったなぁと。

古代には今の西宮の中心部まで、
奥深く内海が入り込んでいた
津門・今津という地名は港があった
名残であろう

http://osakakoteisa.blog.fc2.com/blog-entry-12.html、


阪神国道 津門歩道橋から眺めた鍛冶遺物が出土した津門大塚町遺跡の全景 2023.2.4.
右端歩道橋奥に阪急今津線阪神国道駅 中央奥 遺跡の背後走るJR神戸線が見える



阪神国道 津門歩道橋から眺めた鍛冶遺物が出土した津門大塚町遺跡の全景 2023.2.4.
右端歩道橋奥に阪急今津線 中央奥 遺跡の背後にJR神戸線が見える

かつてアサヒビール西宮工場の跡地で再開発事業が進んでいる 遺跡には西宮医療センターが建てられる



古墳時代中期 左端の10号墳に隣接して密集する竪穴住居群 津門大塚町遺跡一区全景 北側より

左端の10号墳周辺 古墳中期の層が見られているが、この層の上には奈良から鎌倉時代の掘立柱建物等が重なってお
り、古墳時代の中期の現層にも数多くの竪穴建物の柱跡が切りあっていて、南の内海に沿って古墳の周りに集落を形成し
ていた様子が見て取れる



１区 東側部を北東端より
古墳時代中期 10号墳を取り囲む周壕が見え、その南にも竪穴建物群が密集して取り囲み
さらに東へ建物群がつながっている
津門大塚町遺跡の所以 海を南に眺める集落遺跡であろうが、どんな性格を持つ集落なのかは
これからの遺跡発掘と出土遺物による。 鉄遺物が出ていることから、この遺跡内に鍛冶工房
があったことも考えられ、津門の港の大集落の夢も膨らむ 2023.2.4.



鉄鍛冶関連遺物については詳しくは説明されなかったが、いくつかの建物から鉄鍛冶
関連遺物が出土したという。鍛冶炉の痕跡を示す焼土面の痕跡もなく、残念ながらこ
の建物が鍛冶工房遺構には見えず。 鉄鍛冶工房発見とはいかず、
今後の調査解析が待たれます。 2023.2.4.



見つかった33の竪穴建物群のいくつかに分散して鉄鍛冶関
連遺物が見つかった。遺物の見つかった竪穴住居内では
鍛冶炉も焼土も見つからず、鍛冶工房の痕跡は見つからず。
大塚古墳の周辺に竪穴建物群で形成された集落があり、
その街で鍛冶遺物が共有されていたのか、この集落内のどこ
かに鍛冶工房があるのか・・・今後の発掘とこの遺跡の遺物
解析を待たねばならないと聞きました。



鍛冶遺物が出土した津門大塚町遺跡遺構 Photoパネル 2023.2.4.
右端歩道橋奥に阪急今津線阪神国道駅 中央奥 遺跡の背後走るJR神戸線が見える



羽口と砥石

鉄塊と鉄滓

鉄塊

割れ断面が見える鉄滓

津門大塚町遺跡(一区から出土した鉄鍛冶関連遺物)



10号墳から出土した土器

古墳時代中期の須恵器と土師器

• 古墳時代中期の陶質土器

津門大塚町遺跡(一区から出土した遺物)



西宮市郷土資料館 小展示より 2023.2.4.

zp4m-
テキスト ボックス
阪神香櫨園駅南　夙川沿い西宮市川添町にある西宮市郷土資料館でもPhotoパネルと小展示が行われていましたので
立ち寄りました。　今回の発掘調査以前にも羽口や砥石などが出ているようなので、
津門大塚町遺跡の未調査部分から炉跡や鍛造剥片など鍛冶工房機能が明確に判る工房跡見つかるかもしれません。



西宮市津門大塚街遺跡 発掘調査Photo パネル【Ⅰ】 現地説明会場で



鉄遺物が出土した竪穴建物の一つ

西宮市津門大塚街遺跡 発掘調査Photo パネル【Ⅱ】 現地説明会場で
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